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米子市政研究会

米子市内町 53 
TEL(0859)33-6475
FAX(0859)23-0268

     

いのち･人権･環境･平和が尊重される政治を実現

するために、これからも“市民派”として、市民

のみなさんといっしょに議会内外で活動してい

きます。 

今
任
期
最
後
の
定
例
市
議
会
が
、
２

月
25
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
流
通
業
務
団
地
の
赤
字
解

消
、
公
会
堂
改
修
、
図
書
館･

美
術
館
の

増
改
築
、
東
山
運
動
公
園
競
技
場
の
改

修
な
ど
、
米
子
市
財
政
に
と
っ
て
重
要

な
課
題
が
一
気
に
出
て
き
ま
し
た
。
厳

し
い
財
政
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
こ
に
お

金
を
使
う
の
か
を
市
民
が
決
め
る
や
り

方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

       

い
ま
、
米
子
市
で
は
市
民
自
治
基
本

条
例
の
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
３
月
議
会
で
、
自
治
基
本
条
例

の
中
に
「
常
設
型
住
民
投
票
制
度
」
を

盛
り
込
む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

現
在
で
も
地
方
自
治
法
に
よ
り
、
有

権
者
の
50
分
の
１
以
上
の
署
名
で
条

例
制
定
を
直
接
請
求
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
議
会
の
議
決
が
必
要
な
の

で
、
住
民
と
議
会
・
首
長
の
意
見
が
対

立
す
る
場
合
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
否
決
さ

れ
て
い
ま
す
。
旧
若
桜
町
で
は
、
合
併

市
民
が
求
め
た
と

き
は
住
民
投
票
を

実
施
す
る
制
度
を 

の
賛
否
は
住
民
投
票
で
決
め
て
欲
し

い
と
い
う
有
権
者
の
６
割
の
署
名
に

よ
る
請
求
を
議
会
が
否
決
し
ま
し
た
。

旧
淀
江
町
で
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
住
民

投
票
が
必
要
と
回
答
し
た
住
民
が
約

７
割
あ
っ
た
の
に
、
議
会
は
住
民
投
票

条
例
を
否
決
し
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
一
定
数
以
上
の
住
民
の
請
求

が
あ
っ
た
場
合
は
、
議
会
の
議
決
を
経

ず
に
住
民
投
票
を
実
施
す
る
と
い
う

の
が
、
「
常
設
型
住
民
投
票
制
度
」
と

い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
全
国
で
３０
以

上
の
自
治
体
で
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
隣
の
日
吉
津
村
で
も
、
永
住
外
国
人

を
含
む
18
歳
以
上
の
住
民
の
４
分
の

１
以
上
の
請
求
が
あ
れ
ば
住
民
投
票

を
実
施
す
る
と
い
う
制
度
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。 

 

市
民
の
意
見
を
２
分
す
る
よ
う
な

重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、
市
長
と
議
会

だ
け
で
決
め
れ
ば
、
市
民
の
間
に
い
つ

ま
で
も
不
満
が
残
り
ま
す
。
市
民
間
で

意
見
を
交
わ
し
、
最
終
的
に
は
市
民
自

ら
が
投
票
で
決
め
る
と
い
う
制
度
が

あ
れ
ば
、
市
民
自
治
は
１
歩
も
２
歩
も

進
む
で
し
ょ
う
。
「
常
設
型
住
民
投
票

制
度
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
自
治
制

度
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。 

「市議会かわらばん」は、中川健作(無所属市民派)の議会報告です。年４回、定例市議会終了後に発行

しています。毎号ご希望の方には郵送していますので､ご連絡下さい。また､内容についてのご意見､市

政への提言等お寄せ下さい。出前市政報告会も行っています。少人数でもお申し込み下さい。 

 



米
子
市
公
会
堂
は
、
昭
和
33
年
に
事
業
費
２
億

１
千
万
円
で
建
設
さ
れ
、
市
民
が
１
円
募
金
で
３
千

万
円
も
寄
付
金
を
集
め
た
そ
う
で
す
。
設
計
は
広
島

平
和
記
念
聖
堂
等
も
手
が
け
た
建
築
家
の
故
村
野

藤
吾
氏
で
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
建

物
は
国
の｢

公
共
建
築
百
選｣

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
ホ
ー
ル
は
収
容
者
数
が
約
千
人
で
、
使
い

勝
手
の
よ
い
中
ホ
ー
ル
と
し
て
稼
働
率
が
高
く
、
年

間
約
10
万
人
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
音
響
機
能

が
よ
く
、
音
楽
関
係
者
か
ら
特
に
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
築
後
50
年
経
過
し
て
施
設･

設
備
の
老

朽
化
が
進
み
、
公
会
堂
の
改
修
は
昨
年
の
市
長
選
挙

で
も
争
点
に
な
り
ま
し
た
。
野
坂
市
長
は
、
「
早
急

に
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
施
設
整
備
の
充
実
を
図
り

ま
す
」
と
公
約
し
ま
し
た
。

そ
の
耐
震
診
断
の
概
要
が
議
会
最
終
日
に
示
さ

れ
、
大
規
模
地
震
で
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
と
の
こ

と
で
す
。
耐
震
改
修
す
る
場
合
の
費
用
試
算
は
、
耐

震
改
修
費
が
約
7
億
２
千
万
円
、
設
備
改
修
費
が

約
５
億
８
千
万
円
で
す
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
大
ホ
ー
ル
は
使
用
を
停
止
し
、
公
会
堂
の
存
廃

を
含
め
て
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

公
会
堂
は
中
規
模
ホ
ー
ル
と
し
て
必
要
な
施
設

で
あ
り
、
建
築
物
の
文
化
財
的

価
値
か
ら
も
何
と
か
残
し
た
い

も
の
で
す
。
公
会
堂
を
今
後
ど

う
す
る
か
市
長
や
議
会
だ
け
で

判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
情
報

を
公
開
し
、
最
終
的
に
は
市
民

投
票
で
決
め
る
こ
と
も
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
雨

漏
り
な
ど
も
財
政
難
を
理
由
に

対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
ち

ら
を
優
先
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

鳥
取
市
に
は
Ｊ
リ
ー
グ
規
格

に
沿
っ
た
サ
ッ
カ
ー
場
が
あ
り
、

１
時
間
も
あ
れ
ば
応
援
に
行
け

ま
す
。
年
に
数
回
の
試
合
の
た

め
に
20
億
円
も
か
け
て
米
子
市

に
同
じ
よ
う
な
サ
ッ
カ
ー
場
を
つ

く
る
緊
急
性
が
あ
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
動
議
が
否
決
さ
れ
た

の
で
、
以
上
の
よ
う
な
意
見
を

表
明
し
、
陳
情
の
趣
旨
採
択
に

反
対
し
ま
し
た
。

３
月
議
会
で
、
東
山
運
動
公

園
競
技
場
を
Ｊ
リ
ー
グ
規
格
に

沿
っ
た
競
技
場
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
が
委
員

会
で
趣
旨
採
択
に
な
り
、
私
が

代
表
し
て
継
続
審
査
を
求
め
る

動
議
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
僅

差
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
米
子
市
で
Ｊ

リ
ー
グ
の
試
合
を
見
せ
た
い
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
米

子
市
で
は
財
政
難
を
理
由
に
、

生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
の
給

食
費
補
助
費
や
学
用
品
補
助
費

さ
え
減
額
さ
れ
て
い
る
状
況
で

市民が各議員の考え方を知る上で、議案や陳情に対する賛否をわかるようにすることは当然のことです。し
かし、米子市議会だよりに各議員の賛否一覧を掲載することに反対する議員が多く、いまだに実現していま
せん。開かれた議会を実現するために、議会のインターネット中継、議会と市民との意見交換会の開催、議
会だよりへの賛否一覧掲載などをこれからも働きかけます。

流
通
業
務
団
地
は
、
「
米
子
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
入
口
に
物
流
拠
点
を
整
備
し
経
済
の
活
性
化

を
図
る
」
な
ど
の
目
的
で
、
平
成
９
年
か
ら
事
業

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
が
終
わ
る
頃

の
計
画
で
あ
り
、
土
地
が
売
れ
ず
に
「
第
２
の
崎
津

工
業
団
地
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
「
完
売
で
き
る
」
と
い
う
当
局
の
説

明
に
対
し
て
、
結
局
は
議
会
も
賛
成
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

心
配
し
た
と
お
り
、
約
８５
億
円
の
総
事
業
費

は
、
売
却
が
進
ま
な
い
た
め
に
借
入
金
利
子
な
ど

が
増
加
し
、
約
９２
億
円
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
現
在
ま
で
販
売
収
入
な

ど
の
総
額
は
約
５２
億
円
で
、
残
区
画
（
約
２６
億

円
）
を
完
売
し
た
と
し
て
も
約
１４
億
円
の
赤
字
に

な
り
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
流
通
業
務
団
地
の

経
営
健
全
化
計
画
が
つ
く
ら
れ
、
３
月
議
会
に
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
２２
～
２５
年
度
ま
で
毎
年

１
億
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、
平
成
２５
年

度
に
約
３１
億
円
を
借
金
し
て
赤
字
を
解
消
し
、
そ

の
間
に
土
地
の
売
却
に
努
め
る
と
い
う
も
の
で

す
。
借
金
は
２０
年
返
済
な
の
で
、
元
利
を
毎
年
約

２
億
円
払
い
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
土
地

が
売
れ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
も
一
般
会
計
か
ら
持
ち

出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
い
て
い
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
見
込
み
の
な
い
事
業
は
ス
ト
ッ
プ
で
き
て
い

ま
し
た
。
二
元
代
表
制
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

は
、
時
に
は
当
局
提
案
を
否
決
す
る
よ
う
な
議
会

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2010 年 4 月 (2)(3) 2010 年 4 月

◆中川健作の「FAX・メール通信」を随時発行しています。勉強会・講演会などの案内もしています。送信をご希望される方は、０８５９－２３－０２６８（FAX）か、nakagawa@sanmedia.or.jp にお申し込み下さい。

①東山運動公園競技場改修及びその周辺の施設･環境を改善する陳情（15:13 でﾞ趣旨採択）
②国土交通省の事務所･出張所の存続を求める意見書の採択を求める陳情（24:4 で採択）(※1)
③米子空港の米軍との共用基地化撤回と米軍の夜間離着陸訓練に反対することを求める陳情（7:21 で不採択）
④米子市立保育所の民営化計画を中止し、保育所の条件整備を求める陳情（7:21 で不採択）
⑤後期高齢者医療制度の即時廃止に関する陳情(3:25 で不採択）(※2)
⑥大海崎堤防を開削し、中海の再生を求める陳情（24:4 で採択）

(※1) 国土交通省の事務所･出張所の存続を求める陳情は、地方への権限委譲の観点から見
直しが求められていること、出先機関の存在が大橋川改修などの無駄な公共事業を維持
する温床になっていること、などの理由から反対しました。

(※2) 後期高齢者医療制度の即時廃止の陳情は、政府も廃止方針を明確にしていること、即
時廃止は現場の混乱を招きある程度の時間が必要であることから、反対しました。

なお、議員定数削減を求める陳情は、市民自治制度の中で議会はどうあるべきかについて
さらに議論が必要という理由で、全員一致で継続審査となりました。議会改選のために廃案
になりますが、議会基本条例、住民投票制度などとともに、改選後に真剣な議論が必要です。

議員報酬会計報告 (2010年1～3月）

前月からの繰越 316,207

報酬 1,320,000

（44万円×３ヶ月）

合 計 1,636,207

議員共済掛金 211,200

所得税 41,310

住民税(４期） 82,000

国保料 101,500

かわらばん印刷代 20,066

かわらばん送料 141,126

資料代 52,600

活動費(事務所維持費等) 246,630

中川生活費 750,000

(25万円×３ヶ月)

次月繰越金 -10,225

合 計 1,636,207

（収 入）

（支 出）

中
海
の
再
生
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

２
０
１
０
年
３
月
２
０
日

日
本
海
新
聞

２
０
１
０
年
３
月
２
６
日

山
陰
中
央
新
報

東
山
運
動
公
園
競
技
場
改
修
の
緊
急
性
は
あ
る
の
か

何
と
か
存
続
さ
せ
た
い
公
会
堂

流
通
業
務
団
地
の
膨
大
な
赤
字

事
業
を
認
め
た
議
会
の
責
任
は
重
い

3 月議会での、主な陳情に対する賛否一覧

（○は賛成、×は反対）

会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

新 風 岩崎 康朗 ○ ○ × × × ○ 新 風 渡辺 照夫 ○ ○ × × × ○ 公明党 安田 篤 ○ ○ × × × ×

〃 内田 隆嗣 ○ ○ × × × ○ 自民クラブ 尾沢 三夫 ○ ○ × × × ○ 未 来 伊藤ひろえ × × ○ ○ × ○

〃 竹内 英二 〃 中本 実夫 × ○ × × × ○ 〃 門脇 邦子 × × ○ ○ × ○

〃 谷本 栄 ○ ○ × × × ○ 〃 藤尾 信之 × ○ × × × ○ 〃 森 雅幹 × × ○ ○ × ○

〃 中田 利幸 ○ ○ × × × ○ 〃 松井 義夫 × ○ × × × ○ 〃 中川 健作 × × ○ ○ × ○

〃 中村 昌哲 〃 宮田 誠 × ○ × × × ○ 共 産 党 岡村 英治 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 野坂 道明 ○ ○ × × × ○ 〃 矢倉 強 × ○ × × × ○ 〃 松本 松子 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 松田 正 ○ ○ × × × ○ 公明党 笠谷 悦子 ○ ○ × × × × 〃 石橋 佳子 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 吉岡 知巳 ○ ○ × × × ○ 〃 原 紀子 ○ ○ × × × × 一院クラブ 遠藤 通 × ○ × × × ○

〃 渡辺 穣爾 ○ ○ × × × ○ 〃 安木 達哉 ○ ○ × × × × 維 新 三鴨 秀文 ○ ○ × × × ○

議 長

欠 席
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２
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３
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た
建

物
は
国
の｢

公
共
建
築
百
選｣

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
ホ
ー
ル
は
収
容
者
数
が
約
千
人
で
、
使
い

勝
手
の
よ
い
中
ホ
ー
ル
と
し
て
稼
働
率
が
高
く
、
年

間
約
10
万
人
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
音
響
機
能

が
よ
く
、
音
楽
関
係
者
か
ら
特
に
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
築
後
50
年
経
過
し
て
施
設･

設
備
の
老

朽
化
が
進
み
、
公
会
堂
の
改
修
は
昨
年
の
市
長
選
挙

で
も
争
点
に
な
り
ま
し
た
。
野
坂
市
長
は
、
「
早
急

に
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
施
設
整
備
の
充
実
を
図
り

ま
す
」
と
公
約
し
ま
し
た
。

そ
の
耐
震
診
断
の
概
要
が
議
会
最
終
日
に
示
さ

れ
、
大
規
模
地
震
で
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
と
の
こ

と
で
す
。
耐
震
改
修
す
る
場
合
の
費
用
試
算
は
、
耐

震
改
修
費
が
約
7
億
２
千
万
円
、
設
備
改
修
費
が

約
５
億
８
千
万
円
で
す
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
大
ホ
ー
ル
は
使
用
を
停
止
し
、
公
会
堂
の
存
廃

を
含
め
て
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

公
会
堂
は
中
規
模
ホ
ー
ル
と
し
て
必
要
な
施
設

で
あ
り
、
建
築
物
の
文
化
財
的

価
値
か
ら
も
何
と
か
残
し
た
い

も
の
で
す
。
公
会
堂
を
今
後
ど

う
す
る
か
市
長
や
議
会
だ
け
で

判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
情
報

を
公
開
し
、
最
終
的
に
は
市
民

投
票
で
決
め
る
こ
と
も
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
雨

漏
り
な
ど
も
財
政
難
を
理
由
に

対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
ち

ら
を
優
先
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

鳥
取
市
に
は
Ｊ
リ
ー
グ
規
格

に
沿
っ
た
サ
ッ
カ
ー
場
が
あ
り
、

１
時
間
も
あ
れ
ば
応
援
に
行
け

ま
す
。
年
に
数
回
の
試
合
の
た

め
に
20
億
円
も
か
け
て
米
子
市

に
同
じ
よ
う
な
サ
ッ
カ
ー
場
を
つ

く
る
緊
急
性
が
あ
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
動
議
が
否
決
さ
れ
た

の
で
、
以
上
の
よ
う
な
意
見
を

表
明
し
、
陳
情
の
趣
旨
採
択
に

反
対
し
ま
し
た
。

３
月
議
会
で
、
東
山
運
動
公

園
競
技
場
を
Ｊ
リ
ー
グ
規
格
に

沿
っ
た
競
技
場
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
が
委
員

会
で
趣
旨
採
択
に
な
り
、
私
が

代
表
し
て
継
続
審
査
を
求
め
る

動
議
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
僅

差
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
米
子
市
で
Ｊ

リ
ー
グ
の
試
合
を
見
せ
た
い
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
米

子
市
で
は
財
政
難
を
理
由
に
、

生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
の
給

食
費
補
助
費
や
学
用
品
補
助
費

さ
え
減
額
さ
れ
て
い
る
状
況
で

市民が各議員の考え方を知る上で、議案や陳情に対する賛否をわかるようにすることは当然のことです。し
かし、米子市議会だよりに各議員の賛否一覧を掲載することに反対する議員が多く、いまだに実現していま
せん。開かれた議会を実現するために、議会のインターネット中継、議会と市民との意見交換会の開催、議
会だよりへの賛否一覧掲載などをこれからも働きかけます。

流
通
業
務
団
地
は
、
「
米
子
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
入
口
に
物
流
拠
点
を
整
備
し
経
済
の
活
性
化

を
図
る
」
な
ど
の
目
的
で
、
平
成
９
年
か
ら
事
業

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
が
終
わ
る
頃

の
計
画
で
あ
り
、
土
地
が
売
れ
ず
に
「
第
２
の
崎
津

工
業
団
地
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
「
完
売
で
き
る
」
と
い
う
当
局
の
説

明
に
対
し
て
、
結
局
は
議
会
も
賛
成
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

心
配
し
た
と
お
り
、
約
８５
億
円
の
総
事
業
費

は
、
売
却
が
進
ま
な
い
た
め
に
借
入
金
利
子
な
ど

が
増
加
し
、
約
９２
億
円
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
現
在
ま
で
販
売
収
入
な

ど
の
総
額
は
約
５２
億
円
で
、
残
区
画
（
約
２６
億

円
）
を
完
売
し
た
と
し
て
も
約
１４
億
円
の
赤
字
に

な
り
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
流
通
業
務
団
地
の

経
営
健
全
化
計
画
が
つ
く
ら
れ
、
３
月
議
会
に
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
２２
～
２５
年
度
ま
で
毎
年

１
億
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、
平
成
２５
年

度
に
約
３１
億
円
を
借
金
し
て
赤
字
を
解
消
し
、
そ

の
間
に
土
地
の
売
却
に
努
め
る
と
い
う
も
の
で

す
。
借
金
は
２０
年
返
済
な
の
で
、
元
利
を
毎
年
約

２
億
円
払
い
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
土
地

が
売
れ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
も
一
般
会
計
か
ら
持
ち

出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
い
て
い
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
見
込
み
の
な
い
事
業
は
ス
ト
ッ
プ
で
き
て
い

ま
し
た
。
二
元
代
表
制
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

は
、
時
に
は
当
局
提
案
を
否
決
す
る
よ
う
な
議
会

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2010 年 4 月 (2)(3) 2010 年 4 月

◆中川健作の「FAX・メール通信」を随時発行しています。勉強会・講演会などの案内もしています。送信をご希望される方は、０８５９－２３－０２６８（FAX）か、nakagawa@sanmedia.or.jp にお申し込み下さい。

①東山運動公園競技場改修及びその周辺の施設･環境を改善する陳情（15:13 でﾞ趣旨採択）
②国土交通省の事務所･出張所の存続を求める意見書の採択を求める陳情（24:4 で採択）(※1)
③米子空港の米軍との共用基地化撤回と米軍の夜間離着陸訓練に反対することを求める陳情（7:21 で不採択）
④米子市立保育所の民営化計画を中止し、保育所の条件整備を求める陳情（7:21 で不採択）
⑤後期高齢者医療制度の即時廃止に関する陳情(3:25 で不採択）(※2)
⑥大海崎堤防を開削し、中海の再生を求める陳情（24:4 で採択）

(※1) 国土交通省の事務所･出張所の存続を求める陳情は、地方への権限委譲の観点から見
直しが求められていること、出先機関の存在が大橋川改修などの無駄な公共事業を維持
する温床になっていること、などの理由から反対しました。

(※2) 後期高齢者医療制度の即時廃止の陳情は、政府も廃止方針を明確にしていること、即
時廃止は現場の混乱を招きある程度の時間が必要であることから、反対しました。

なお、議員定数削減を求める陳情は、市民自治制度の中で議会はどうあるべきかについて
さらに議論が必要という理由で、全員一致で継続審査となりました。議会改選のために廃案
になりますが、議会基本条例、住民投票制度などとともに、改選後に真剣な議論が必要です。

議員報酬会計報告 (2010年1～3月）

前月からの繰越 316,207

報酬 1,320,000

（44万円×３ヶ月）

合 計 1,636,207

議員共済掛金 211,200

所得税 41,310

住民税(４期） 82,000

国保料 101,500

かわらばん印刷代 20,066

かわらばん送料 141,126

資料代 52,600

活動費(事務所維持費等) 246,630

中川生活費 750,000

(25万円×３ヶ月)

次月繰越金 -10,225

合 計 1,636,207

（収 入）

（支 出）

中
海
の
再
生
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

２
０
１
０
年
３
月
２
０
日

日
本
海
新
聞

２
０
１
０
年
３
月
２
６
日

山
陰
中
央
新
報

東
山
運
動
公
園
競
技
場
改
修
の
緊
急
性
は
あ
る
の
か

何
と
か
存
続
さ
せ
た
い
公
会
堂

流
通
業
務
団
地
の
膨
大
な
赤
字

事
業
を
認
め
た
議
会
の
責
任
は
重
い

3 月議会での、主な陳情に対する賛否一覧

（○は賛成、×は反対）

会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

新 風 岩崎 康朗 ○ ○ × × × ○ 新 風 渡辺 照夫 ○ ○ × × × ○ 公明党 安田 篤 ○ ○ × × × ×

〃 内田 隆嗣 ○ ○ × × × ○ 自民クラブ 尾沢 三夫 ○ ○ × × × ○ 未 来 伊藤ひろえ × × ○ ○ × ○

〃 竹内 英二 〃 中本 実夫 × ○ × × × ○ 〃 門脇 邦子 × × ○ ○ × ○

〃 谷本 栄 ○ ○ × × × ○ 〃 藤尾 信之 × ○ × × × ○ 〃 森 雅幹 × × ○ ○ × ○

〃 中田 利幸 ○ ○ × × × ○ 〃 松井 義夫 × ○ × × × ○ 〃 中川 健作 × × ○ ○ × ○

〃 中村 昌哲 〃 宮田 誠 × ○ × × × ○ 共 産 党 岡村 英治 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 野坂 道明 ○ ○ × × × ○ 〃 矢倉 強 × ○ × × × ○ 〃 松本 松子 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 松田 正 ○ ○ × × × ○ 公明党 笠谷 悦子 ○ ○ × × × × 〃 石橋 佳子 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 吉岡 知巳 ○ ○ × × × ○ 〃 原 紀子 ○ ○ × × × × 一院クラブ 遠藤 通 × ○ × × × ○

〃 渡辺 穣爾 ○ ○ × × × ○ 〃 安木 達哉 ○ ○ × × × × 維 新 三鴨 秀文 ○ ○ × × × ○

議 長

欠 席



●高齢者や障がい者の不安に責任を持って向き合い､解決する窓口を設置する。 

●子育て世代の意見を聞く場をつくり､安心して子育てができる環境を整備する。 

●市民参加による事業仕分けを実施してムダを省き､人づくり(教育）に投資する。 

 
 
 
                                                    
                                          
 
 
                                          
 
                                           
 
 
 
                                             
 
  
 
 
 
 
    
 
 
     
 
 
 
 
 
                                   
                                   
                                   

つくろう！未来に続くまち

１､市民の力を活かすまち 
米子市の主権者は市民です。男女共同参画社会を実現し､市民の力が
まちづくりに活かされるような仕組みをつくりましょう。

●重要なことは市民自らが決める住民投票制度をつくる。 

●議会への市民参加(市民との意見交換会､インターネット中継など)をめざす。 

●市政の課題ごとに､関心のある市民は誰でも参加して意見が言える場をつくる。

２､人を大切にするまち
中海架橋(350 億円)､道路新設(5500 億円)､米子駅南北一体化(60 億円)など
のハコモノ行政は見直し､教育･文化･福祉･環境などを大切にするまちをつ
くりましょう。 

３､明日につなぐまち
地元の商品を地元のお店で買い､地元にお金を回し､地域経済を元気にしましょう｡
第 1 次産業(農林水産)を育て､持続的な産業振興を進めましょう｡子孫のために環
境を守り､ゴミを減らし､自然エネルギーを活用し､循環型社会をつくりましょう。

●堤防開削や浅場造成などの環境修復を行い､魚介類が豊かで美しい中海を取り戻す。

●地元の有機農産物や安全な食材を使った学校給食(小・中学校)を実施する。 

●生ごみや草・枝木の堆肥化、プラスチックの再資源化を進める。 

●危険な島根原子力発電所の中止を求め、太陽光発電など自然エネルギーを推進する。

中川健作が 
市民のみなさんといっしょに実現してきたこと 

 

◆中海干拓・淡水化事業をストップ 
◆生態系と人体に有害なマツクイ虫農薬の空中散布中止(旧米子市) 
◆地域経済の疲弊につながる大型スーパー｢イズミ｣の米子出店中止 
◆学校図書館への専任図書職員の配置 
◆景観形成条例の制定と旧加茂川周辺のまちづくり 
◆学校給食パンの危険な添加物や輸入レモンの使用中止 
◆入居者の障害に応じた、市営住宅の個別設計 
◆弱視児童への学習支援（拡大教科書の無償配布） 
◆退職職員の外郭団体への天下り禁止 
◆情報公開条例制定、審議会公開など開かれた市政の推進 
◆市政提案箱、審議会委員の公募制度など、市民参画の推進 
◆議会のテレビ中継、委員会全面公開などの議会改革 

中川健作のプロフィール
■1949 年／山口県生まれ。父の仕事

の関係で下関市、広島市で育つ。
広島大学工学部入学（中退）。大学
時代前半は自転車で本州･四国縦
断旅行、後半は全共闘運動に参加。

■1970 年／米子市に移住。車椅子製
造販売などの仕事をしながら､環
境､平和､人権の市民運動に参加。

■1987 年／米子市議会議員に当選。
■現 在／市議会中海問題特別委員

会委員長・ＮＰＯ法人自然再生セ
ンター理事・美しい中海を守る住
民会議副代表・市民団体米子市政
研究会代表・社会福祉法人あしー
ど評議員・旧加茂川・寺町周辺の
まちづくりを進める会相談役・内
町自治会環境部長など。 

 


